
日本圧延工業の経営戦略
磯部　正信社長に聞く

ア
ル
ミ
展
伸
材
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
注
力

足
元
の
循
環
使
用
率



％
に
伸
長

　
日
本
圧
延
工
業
︵
本

社
・
滋
賀
県
東
近
江
市


社
長
・
磯
部
正
信
氏
︶

は

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ス

ラ
グ
の
ト

プ
メ

カ



同
社
は
２
０
１
６

年
８
月
に
非
鉄
総
合
商

社
・
川
嶋
︵
本
社
・
静

岡
県
浜
松
市

社
長
・

川
嶋
一
義
氏
︶
を
中
心

と
す
る
川
島
グ
ル

プ

の
一
員
と
し
て

新
た

な
ス
タ

ト
を
切


た

磯
部
社
長
に
足
元

の
業
績
や
投
資
案
件
な

ど
経
営
戦
略
を
聞
い

た
　︵
白
木
　
毅
俊
︶



生
産
品
目
は
合
金
・

純
ア
ル
ミ
ス
ラ
グ

冷
間

圧
延
ア
ル
ミ
コ
イ
ル

ア

ル
ミ
板
︵
一
般
材
︶
イ

ン
パ
ク
ト
加
工
品
ま
ず


前
期
︵

年
７
月
期
︶
の

業
績
か
ら


　
﹁
当
社
生
産
品
は
約
６
割

が
自
動
車
関
連
向
け


年

春
に
ア
ル
ミ
消
火
器
容
器
の

需
要
増
に
対
応
す
る
た
め


﹃
１
６
０
０

縦
型
イ
ン
パ

ク
ト
プ
レ
ス
﹄
︵
投
資
額
約

５
億
円
︶
を
本
格
稼
働
さ
せ

た


年
７
月
期
業
績
は
売

上
高
が
前
期
比
２
％
増
の


億
３
千
万
円

営
業
利
益
が

同

％
減
の
９
５
０
０
万

円

経
常
利
益
が
同

％
減

の
１
億
１
１
０
０
万
円
で
増

収
減
益
だ

た

収
益
が
落

ち
込
ん
だ
要
因
は

ハ

ド

デ

ス
ク
・
ハ
ブ
材
の
需
要

低
迷

と
り
わ
け
６
０
０
０

系
合
金
ス
ラ
グ
の
落
ち
込
み

が
影
響
し
た

３
・
５

ハ


ド
デ

ス
ク
材
と
し
て
使

わ
れ
る
も
の
で
昨
秋
か
ら
の

約
半
年
間

需
要
が
半
減
以

下
に
急
減
し
た

純
ア
ル
ミ

系
一
般
ス
ラ
グ
の
需
要
は
堅

調
で

こ
の
合
金
ス
ラ
グ
急

減
が
収
益
の
足
を
引

張


た

加
え
て
昨
年
８
月
以
降

の
ガ
ス
・
電
気
な
ど
エ
ネ
ル

ギ

価
格
の
高
騰
が
響
い

た
﹂

　
﹁
ス
ラ
グ
︵
合
金
・
純
ア

ル
ミ
︶
冷
間
圧
延
ア
ル
ミ

コ
イ
ル

ア
ル
ミ
板
︵
一
般

材
︶
の

年
７
月
期
生
産
量

は
前
期
比
５
０
０

減
の
６

千

だ

た
﹂



足
元
の
需
要
動
向

は


　
﹁
ハ

ド
デ

ス
ク
・
ハ

ブ
材
︵
６
０
０
０
系
合
金
ス

ラ
グ
︶
の
需
要
は

前
期
に

引
き
続
き
落
ち
込
ん
だ
ま
ま

だ

た
だ

全
般
的
に
見
れ

ば

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因

に
は
な

て
い
な
い

収
益

面
で
は
消
火
器
向
け
イ
ン
パ

ク
ト
加
工
や
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

︵
抜
き
打
ち
加
工
︶
が
稼
い

で
く
れ
て
い
る


年
７
月

期
の
加
工
部
門
の
売
上
高
は

５
億
円
で

前
期
比

％
増

加
し
た
﹂



今
期︵

年
７
月
期
︶

業
績
予
想
は


　
﹁
売
上
高
は

億
４
千
万

円

営
業
利
益
お
よ
び
経
常

利
益
は
と
も
に
前
期
実
績
並

み
を
見
込
ん
で
い
る
ま
た


同
期
生
産
量
は
６
５
０
０


を
予
想
し
て
い
る
﹂



今
期
設
備
投
資
に
関

し
て
は


　
﹁
設
備
投
資
総
額
は
約
２

億
５
千
万
円

主
な
案
件
と

投
資
額
は

モ

タ

交
流

化
工
事
が
１
億
２
千
万
円


加
工
品
の
プ
レ
ス
後
工
程
の

自
動
化
装
置︵
箱
詰
め
ま
で
︶

が
４
千
万
円

溶
解
炉
の
樋

改
造
工
事
が
１
千
万
円

熱

間
圧
延
機
排
気
ダ
ク
ト
更
新

が
１
５
０
０
万
円

敷
地
造

成
工
事
が
６
５
０
０
万
円
な

ど
﹂


ア
ル
ミ
展
伸
材
を
新

た
な
展
伸
材
に
再
生
す
る

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
注
力

さ
れ
て
い
ま
す
が

そ
の

動
向
は


　
﹁
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ

プ
は

多
種
多
様
で

歩
留
ま
り
良

く
上
手
に
作
業
す
る
必
要
が

あ
る

ア
ル
ミ
展
伸
材
の
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
は

飲
料
用

ア
ル
ミ
缶
と
ア
ル
ミ
サ

シ

で
先
行
し
て
い
る
が

そ
れ

を
除
け
ば
ア
ル
ミ
業
界
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
ま

だ
少
な
い

当
社
は
他
の
ア

ル
ミ
圧
延
メ

カ

に
先
駆

け
て

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に

挑
戦
し
て
い
る

親
会
社
・

川
島
グ
ル

プ
の
ネ

ト
ワ


ク
や
協
力
も
大
き
な
利
点

と
な

て
い
る

ア
ル
ミ
展

伸
材
で
の
循
環
使
用
率
は


年
度
が

・
４
％


年
度

が

・
５
％


年
度
が


・
３
％

足
元
で
は




％
で

瞬
間
的
に
は

％
超

も
あ
る

製
造
方
法
は
ス
ラ

ブ
鋳
造
で
は
な
く

ア
ル
ミ

溶
湯
か
ら
連
続
鋳
造
圧
延
法

で
板
を
直
接
製
造
す
る
︵
溶

解
炉
４
基
・
米
国Hazelett

社
製
帯
板
連
続
鋳
造
機
・
熱

鍛
圧
延
機
２
基
を
連
結
︶
た

め
Ｃ
Ｏ

排
出
量
が
非
常
に

少
な
い

溶
解
炉
へ
の
リ
ジ


ネ
バ

ナ

導
入
な
ど

で

Ｃ
Ｏ

削
減
に
努
め
て

い
る

引
き
続
き
業
容
拡
充

に
努
め

顧
客
の
信
頼
と
満

足
を
得
る
﹃
も
の
づ
く
り
﹄

を
目
指
し
た
い
﹂
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